
平成二十四年度 

山形県電機商業組合青年部総会報告 

 

 平成二十四年度の青年部の総会は、鶴岡の東京第一ホテル鶴岡にて開催いたしました。 

 例年、山形での開催でしたが、青年部支部長会議の席上で青年部活動の活性化を図る目的として県内

を三地区に分けて、総会を各地区で行うことになり、鶴岡・田川支部、酒田支部の共同での開催となり

ました。 

 総会では、宇佐美青年部長が挨拶で、『全国電商連では、今年度全国四十六単組で青年部が発足しま

す。山形県は他県に先駆けての発足でしたので、これからも全国の見本となるような活動に取組んでい

きたい。また、峯田理事長は総代会で、「組合からみなさんに情報を提供し、支援していくことが務め

である。後継者が夢を持てる組合にしたい。」旨の挨拶がありましたので、青年部の事業には若い力で

前向きに取組んでほしい。』と述べました。 

 議事に移り、今年度の取組を左記の事業といたしました。 

①ＩＴ関係の技術研修会及び環境型商品の技術研修を適宜実施する。 

②家電ガイドライン推進員の選出 

 家電ガイドライン推進員 

山形支部：志田 貞治 

村山支部：落合 強志 

米沢支部：南部 和宏 

南陽・東置賜支部：相沢 敏朗 

長井・西置賜支部： 今  康成 

新庄支部：秋保 博樹 

鶴岡・田川支部：阿蘇  満 

酒田支部：佐藤 幸雄 

③「電気と安心・安全なくらし 見守り隊」事業への積極的参加 

④インセンティブ商品の積極的な取組（ＢＳ受信・スカパー） 

⑤環境マイスター研修及びうちエコ診断研修の参加 

⑥組織増強 

⑦各支部独自の事業展開 

⑧Ｗｅｂを活用した情報交換 

 また、今年度は山形県中小企業団体中央会より組合青年部研究会事業のご支援を頂く事になりました

ので、家電のこれからの動向や携帯端末と家電のネットワークの研修を実施致します。第一回目は「タ

ブレットＰＣとスマートフォンのビジネス活用事例」の研修会、第二回目は十月二日～三日の日程で、

パナソニックのエコアイディアハウス（東京有明）及びシーテックジャパン２０１２の視察研修となり

ます。 

 総会終了後、組合青年部研究会事業の第一回として、株式会社エーアンドシーの渡邉社長より、今注

目されているスマートフォンとタブレットについての研修会を実施しました。 

 また、懇親会では、各支部から、活動事例や販売事例などが発表されました。この中で長井・西置賜

支部の高橋支部長より、冷蔵庫六十八台を販売した事例の話もあり、全員興味深く聞き入っていました。 

 



「私のタブレットＰＣとスマートフォンのビジネス活用事例」 

講師：株式会社 エーアンドシー 代表取締役社長 渡邉 京市朗 氏 

 

講演要旨 

 家電店にとって必要な情報をいち早く取れるのが、今回研修に取り組んだ、タブレットＰＣとスマー

トフォンです。スマートフォンは、家電製品をリモートコントロールする機能があります。これからの

商品は家電製品とは切っても切れない関係になっていくと思います。また、タブレットＰＣでは、新し

い情報やカタログ等としても使え、使い方によっては、家電販売にはなくてはならない商品であろうと

思われます。今後とも、これらの商品の研修等を行って活用の場を広げて行きたいと思います。 

 

 

 



『エコアイディアハウス』&『CEATEC JAPAN 2012』視察!! 

― 北原会長 懇親会に参加 ― 

（家電業界の現状は厳しいが夢のある業界） 

  

青年部では、組合青年部研究会事業の第二回目として、パナソニックのエコアイディアハウス及びシー

テックジャパン２０１２の視察研修を十月二～三日の日程で実施しました。 

 リニューアルオープンしたパナソニックセンター（東京有明）に入館し、これからの家庭におけるエ

ネルギーをつくる・ためる・つなぐといったエネルギーのあり方を太陽光発電、燃料電池、蓄電池など

具体的に設置したエコアイディアハウスを中心に見学しました。これからのパナソニックの指針を示し

た取組だと思います。 

 シーテックジャパン２０１２では、パナソニックセンターでも取組んでいた、ＨＥＭＳ（家庭内エネ

ルギー管理システム）と題して家中の家電品はもちろんの事、太陽光発電や家庭用蓄電池、ＥＶと言っ

たあらゆるものがネットワーク化されスマートフォンやタブレット端末で監視制御できる、まさにスマ

ートハウスの始まりが展示されていました。 

 一方、薄型テレビではフルハイビジョンの四倍または八倍の画素を持つ４Ｋ、８Ｋテレビが主要メー

カーから展示され、素晴らしい画質に魅了されます。 

 私は、家電専門店として従来の分野の商品と違い、これからこの流れについていかなければ生き残り

はないと感じます。この分野においては青年部が率先して取組み勉強していかなければならないと思い

ます。 

 また、この度の視察研修の懇親会に全国電商連 北原会長と斎藤事務局長にご参加いただきました。

北原会長より「家電業界の現状は厳しいが夢のある業界だ。山形県の青年部は全国的にも活動が活発な

ので、今後とも峯田理事長のもと全国のリーダー的な活動を行って欲しい。また、これからの地域電器

店は環境を語れる店になる事だ。山形は各事業に積極的に取組でいるので、太陽光、ＬＥＤシーリング

ライト等のキャンペーンには、これからも継続して参加してほしい。」と挨拶がありました。 

 青年部にとって今回の研修は有意義な研修となりました。 

 


